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平
成
28
年
度
か
ら
、
医
療
費
助

成
の
更
新
手
続
き
が
不
要
に
な
り

ま
し
た
。
受
給
要
件
を
満
た
す
人

に
は
、
毎
年
９
月
に
新
し
い
受
給

資
格
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。
受
給

資
格
者
証
の
有
効
期
間
は
、
そ
の

年
の
10
月
１
日
か
ら
翌
年
の
９
月

30
日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
場
合

は
、
受
給
要
件
が
確
認
で
き
な
い

た
め
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◉
税
の
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
場

合
＝
確
定
申
告
、
住
民
税
の
申
告

が
必
要
で
す

◉
転
入
や
単
身
赴
任
な
ど
で
、
保

護
者
や
配
偶
者
の
住
民
税
が
、
登

米
市
以
外
で
課
税
さ
れ
て
い
る
場

合
＝
所
得
課
税
証
明
書（
扶
養
人
数

が
分
か
る
も
の
）
の
提
出
が
必
要

で
す

▼
子
ど
も
医
療
費
助
成
＝
受
給
資

格
者
証
の
有
効
期
間
が
、
平
成
29

年
９
月
30
日
ま
で
の
人
▼
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
＝
全
受
給
者
▼

母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
助
成
＝

全
受
給
者

市
民
生
活
部
国
保

年
金
課（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

宮
城
大
会
が
９
月
７
〜
11
日
、
仙

台
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は
、
全

国
の
優
秀
な
和
牛
の
改
良
成
果
や

優
秀
性
を
競
う
大
会
。
通
称「
全

共
」と
呼
ば
れ
、
５
年
に
一
度
開

か
れ
て
い
ま
す
。

　

雄
牛
・
雌
牛
の
体
型
の
良
さ
な

ど
、
改
良
成
果
を
月
齢
別
に
審
査

す
る「
種
牛
の
部
」と
、枝
肉
の
状

態
で
脂
肪
の
入
り
具
合
な
ど
の
肉

質
を
審
査
す
る「
肉
牛
の
部
」に
、

全
国
か
ら
約
５
０
０
頭
が
出
品
さ

れ
ま
す
。

　

全
共
に
向
け
、６
、７
月
に
出
品

部
門
ご
と
の
宮
城
県
最
終
選
考
会

が
開
か
れ
、
市
内
か
ら
出
品
さ
れ

た
和
牛
９
頭
が
代
表
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
地
域
の
誇
り
を
胸
に
出
場

す
る
県
代
表
お
よ
び
各
部
門
の
入

賞
結
果
は
、
次
の
通
り
。

◉

９
月
７
日（
木
）〜
11
日

（
月
）

▼
種
牛
の
部
＝
夢
メ
ッ
セ

み
や
ぎ（
仙
台
市
）▼
肉
牛
の
部
＝

仙
台
市
中
央
卸
売
市
場
食
肉
市
場

（
仙
台
市
）

▼
第
２
区

（
若
雌
の
１
）小
野
寺
正
人（
迫
町
）

▼
第
３
区（
若
雌
の
２
）菅
原
英
和

（
石
越
町
）▼
第
６
区（
高
等
登
録

群
）登
米
和
牛
育
種
組
合
／
Ｎ
・

Ｏ
・
Ａ（
中
田
町
）／
服
部
泰
啓（
豊

里
町
）／
佐
々
木
昌
典（
豊
里
町
）

▼
第
７
区

（
総
合
評
価
群
・
肉
牛
群
）金
野
康

（
石
越
町
）▼
第
８
区（
若
雄
後
代

検
定
牛
群
）千
葉
敏（
豊
里
町
）／

千
葉
正
憲（
登
米
町
）▼
第
９
区

（
肥
育
去
勢
牛
）金
野
康（
石
越
町
）

◉

６
月
17
日（
土
）〜
18
日

（
日
）

み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場

（
美
里
町
）▼

第
２
区（
若
雌
の
１
）

最
優
秀
賞
１
席
＝
小
野
寺
正
人

（
迫
町
）／
最
優
秀
賞
５
席
＝
守
屋

慶
市（
迫
町
）▼
第
３
区（
若
雌
の

２
）最
優
秀
賞
２
席
＝
菅
原
英
和

（
石
越
町
）／
最
優
秀
賞
４
席
＝
千

葉
康
之（
迫
町
）▼
第
６
区（
繁
殖

雌
牛
群
）
最
優
秀
賞
２
席
＝
登
米

　

平
成
29
年
度
宮
城
県
総
合
畜
産

共
進
会「
肉
豚
の
部
」が
７
月
12
〜

14
日
、
宮
城
県
食
肉
流
通
公
社
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
市
内
か
ら
出
品

さ
れ
た
豚
が
、
数
多
く
上
位
に
入

賞
。
高
い
生
産
技
術
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。各
部
門
の
入
賞
結
果
は
、

次
の
通
り
。▼

第
１
区（
ミ
ヤ
ギ
ノ

ク
ロ
ス
の
三
元
交
雑
種
）名
誉
賞

（
農
林
水
産
大
臣
賞
、
宮
城
県
知

事
賞
）＝
ピ
ッ
グ
夢
フ
ァ
ー
ム（
豊

里
町
）／
最
優
秀
賞
２
席
＝
狩
野

畜
産（
中
田
町
）／
最
優
秀
賞
３
席

＝
小
野
寺
信
治（
米
山
町
）／
優
秀

賞
１
席
＝
久
保
畜
産（
米
山
町
）／

優
秀
賞
３
席
＝
星
俊
之（
迫
町
）▼

第
２
区（
第
１
区
以
外
の
肉
豚
）最

優
秀
賞
＝
佐
々
木
昭（
迫
町
）▼
団

体
賞
＝
登
米
地
区

産
業
経
済
部
農

産
園
芸
畜
産
課（
畜
産
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

和
牛
育
種
組
合
／
伊
藤
功
一（
東

和
町
）／
千
葉
弘
喜（
迫
町
）／
佐

藤
浩
志（
米
山
町
）／
船
島
一
芳

（
中
田
町
）／
高
橋
清
範（
南
方
町
）

▼
第
７
区（
高
等
登
録
群
）最
優
秀

賞
１
席
＝
登
米
和
牛
育
種
組
合
／

Ｎ
・
Ｏ
・
Ａ（
中
田
町
）／
服
部
泰

啓（
豊
里
町
）／
佐
々
木
昌
典（
豊

里
町
）▼
名
誉
賞（
生
産
局
長
賞
、

宮
城
県
議
会
議
長
賞
）（
第
２
区
若

雌
の
１
）
＝
小
野
寺
正
人（
迫
町
）

▼
特
別
賞（
体
上
線
賞
）（
第
２
区

若
雌
の
１
）
＝
小
野
寺
正
人
（
迫

町
）

産
業
経
済
部
農
産

園
芸
畜
産
課（
畜
産
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３
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登
米
市
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
配
布

し
ま
す
。
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
障

が
い
者
な
ど
が
緊
急
・
災
害
時
や

困
っ
た
と
き
に
、
周
囲
の
配
慮
や

手
助
け
を
お
願
い
し
や
す
く
す
る

も
の
で
す
。

　

特
に
、
聴
覚
や
内
部
障
が
い
者

な
ど
、
一
目
で
手
助
け
が
必
要
と

分
か
ら
な
い
人
が
、
支
援
を
求
め

る
際
に
有
効
で
す
。

障
が
い
、
難
病
、

高
齢
者
や
妊
産
婦
な
ど
、
援
助
や

配
慮
が
必
要
で
利
用
を
希
望
す
る

人

】９
月
上
旬

▼
各
総
合
支
所
市
民

課
▼
登
米
市
社
会
福
祉
協
議
会
各

支
所
▼
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

▼
登
米
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
部

☎
０
２
２
０（
２
１
）６
３
１
０

０
２
２
０（
２
１
）６
３
２
０


